
ラノベタイトル 語り

1 ザ・ジャグル

おすすめするラノベは榊一郎のザ・ジャグルです
永久平和都市オフィールを舞台に平和の維持のためテロリストなどを極秘裏に始末する秘密警察ジャグルに所属する主人公ジェイドと
取材中に偶然その秘密警察の活動現場に居合わせてしまったヒロインであるリポーターのキャロルの織りなすSF系のラノベです

2 生徒会の一存

さて語るのはもちろん！「生徒会の一存」！
王道すぎて少し申し訳ない気持ちもあるが俺はこのラノベが本当に好きで好きで！！今でも時々読み返します
さてこのラノベのどこが好きかと言われるとちょっと難しいんだけど…なんせ全部好きだから
それでもあえてと言うならやはりキャラクターの掛け合いでしょうか
あのやりとりは他のラノベでは味わえない…
ちゃんと身も蓋もない話の裏でしっかりストーリー進めてるのもいいですね
好きなキャラはもちろんキー君！かっこいいよねぇ
四季だったら真冬ちゃんがダントツで好きです
あのでっかいリボンかわいいし妹ってのもいい

3 つきツキ！

自分が語りたいラノベはつきツキ！ですねあの主人公の忍の常に軽口叩く喋り方は人生に大きな影響与えました多分今の自分があるのはこのラノベのおかげです
各キャラの個性も抜群に立っていて基本は明るいけどシリアスなシーンはきっちりシリアスでとてもおすすめです！1巻も面白いですけど2巻からさらに加速的に面白くなるのでぜひ読んでみてくださいちょっとえっちですけど
1番好きなヒロインはかおるんです

4 サイコロジカル
西尾維新著戯言シリーズの4作目サイコロジカル
その中でも特に小唄と脱走した後熱に浮かされながら玖渚を助けに行くところが好きです

5 狂乱家族日記

語りたいラノベは名前の通り狂乱家族日記です
それまで姉が買ったのを読んでた私が初めて自分のお金で集めたラノベですね…
家族を知らないあるいは失ってしまった境遇も種族もバラバラな面々がひょんなことから「家族」として集まって次第に本当の家族になっていく（ついでに世界も救っちゃう）という作品です
私が疑似家族ネタめちゃくちゃ好きなのは間違いなくこの作品のせいですね
昔の私は雹霞が好きでしたが今読み直すとみんな好きだな…ってなりますでも実子にその名前はどうかと思うぜ凶華様

6 異修羅

私のオススメは異修羅という作品
様々な分野において最強の実力を持つ達人たちを中心に暴力や謀略が惜しみなく飛び交う外連味たっぷりなファンタジー文芸です
アニメ化してて2期が制作中！配信サブスクが限られてるのが惜しいところ
登場キャラクター達は異世界転生者、ロボット、スライム、三本腕のワイバーン、えっちなゾンビ娘などバリエーション豊か
その中でも16名の”修羅”は別格の実力を持つ主役級です
そんなやつらが全力でトーナメントする第3巻以降はどんどんヤバくなってて楽しい！
私のイチオシ修羅はおぞましきトロア
彼はここでスレが立つとだいたいの「」から人気の好青年です

7 ダブルブリッド

好きなラノベは…本棚見るとめちゃくちゃで迷うんですがやっぱり「ダブルブリッド」ですかね…
見た目年下年上白髪怪物怪力酒飲み幸薄上司いいよね…
読んでいくにつれ加速度的に状況が悪化していってどんどんボロボロになっていくのが読んでてしんどかったですが最終巻で報われた思い出あのラストいいよね…

8 安達としまむら

好きなラノベは名前にもある通り安達としまむらです
ネットだと安達の激重長文追及電話が有名かな？
内容自体はそんなヤンデレみたいなのはほとんどなくて青春しつつ百合しつつって感じです
安達のなんか思春期中学生みたいなすぐもんもんとするキャラといろいろ無頓着なようで微妙に誘い受けなしまむらのコンビが呼んでて楽しいし癒されるんですよね
合間合間に青少年らしい青春パートがスーッと入っていいアクセントになってます
ヒロインレースとかも（ほぼ）ないゆるーく読める百合ラノベなので初心者におすすめです

9 薔薇のマリア

好きなラノベ：薔薇のマリア
MMOにドはまりしてた頃に好きだったラノベ
別にMMO題材というわけではないけど仲間とつるんでダンジョンアタックしたり日々の事件に向き合ったりして生きる世界感はあの頃のMMOプレイヤーの読者に突き刺さる内容だったと思ってる
セールスポイントを言うなら「ちょっと器用だけどあくまでも凡人な主人公が人の枠を外れた敵味方に囲まれて折れたり腐ったりしながらなんだかんだ食らいついてる話」が好きな人向け
とはいえ世界観はシビアだし内容はグロだしネームドガンガン死ぬしこの話こんな長くやる必要ある？も多いしオチは打ち切り気味
あくまでもわたしは好きなだけで正直他人におススメはしない
好きなキャラはピンパーネル

10 とある魔術の禁書目録

語りたいのはとある魔術の禁書目録です
まあ紹介するまでも無い有名作品ですけど遊戯王的にはアレイスター・クロウリーのネタ被りが面白いですよね
霊的カックンとか卑猥な小説投げ込んだとか女体化とかこっちのアレイスターで想像すると非常に愉快になる
アイワスとかもあっちで好きになったので遊戯王でも積極的に使いたいですし今度の付録のコロンゾンにも期待してます
作品としては長すぎて語りきれないですが上条さんがボロボロになりながらも突き進む勢いでうおおお！！ってなれる所が好きですね

11 空の境界

紹介させていただくラノベは奈須きのこさんの「空の境界」です
すごくざっくり説明すると2年間の昏睡から目覚めた後、あらゆる物を殺すことができる「直死の魔眼」を得たヒロイン両儀式が様々な事件に触れて自分の感情と向き合っていく物語です
話の構造がまあまあ複雑で文体のクセも強めなので手放しでオススメ！って感じではありませんがハマるとズブズブいってしまうタイプの1冊なので是非1度触れてみてくださいね！
型月？よくわからないけど知ってるわよ！─とFGOでしょ！って方の入門にもオススメです
Wikipediaﾘﾆﾝｻﾝによるとジャンルはラノベじゃなくて新伝奇らしいけど細けえことはいいんだ好きだから

12 オオカミさんシリーズ

好きなラノベはオオカミさんと七人の仲間たちが一巻のオオカミさんシリーズです
暴力系ツンデレヒロイン！目隠れコミュ障やる時はやる系主人公！！！わたしこれすき！！！
何が好きってやっぱり主人公がちゃんと男子高校生としてキモいことなんですよね最近の主人公にはキモさが足りないとおじさん思うわけ暴力系が肯定されるには主人公がキモくないとダメなんですよ…！！
それはそれとして最終巻のヒロインの大神さんのために本気出す主人公の亮士くんはマジでカッコいいので一見の価値あります
非ハーレム固定カプものが好きなら読んで損はないんですよ…！これが好きなら別作者ですがほうかご百物語とかも好きだと思いますヒロインが可愛くていいよね…
中途半端にアニメ化もしてるので気が向いたら見てくださいナレーションが黒子の人でウケウケだよ…

13 蒼穹のカルマ

おすすめのラノベは蒼穹のカルマです
デートアライブの作者のデビュー作になります
基本ギャグなんですけど綺麗に伏線拾ってきて読んでて楽しいです
>語ろうと思ったら好きだったラノベのことあらすじしか覚えてなくて悲しい気持ちになりました
自分もこれだったのでさっき尼で探したら電子書籍版全巻で1000弱だったので一緒に読みましょう(ダイマ

14 境界線上のホライゾン

おすすめラノベは「境界線上のホライゾン」ですね
鈍器なことで有名ですが中身もぎっしりと濃密な作品です
私はアニメが面白くて原作に興味持って買ったクチで
そしたら川上先生の凄まじい知識量からお出しされる歴史ネタや細かすぎるメカ描写戦闘描写にドハマりしました
キャラがハチャメチャに多いのに個々のキャラ立ちが尖ってるから読んでて飽きないのがいいですね
その代わり凄まじく濃いから読むとカロリー大量に消費するタイプの作品です
あと実本で買うとクソ場所取る
好きなキャラは男キャラだと点蔵で女キャラだとミトが好きです

15 魔法少女育成計画

滅茶苦茶書くの悩んで遅れたけどおすすめするのは魔法少女育成計画(通称まほいく)です
デスゲームだったり鬼ごっこだったりヤクザモノだったりする魔法少女モノのライトノベル
8年ほど前にアニメ1期が放送され、最近はアニメ2期の制作が告知されたりしたところです
まほいくの個人的な魅力は
・1シリーズごとに16人くらいの魔法少女(マルイノ先生のイラストが可愛い)が出て誰が死ぬか分からない緊張感
・1魔法少女につき1つの固有魔法を駆使した能力バトル
・魔法少女たちのなんだかしみったれた生活感
・戦いや混乱の中での綺麗な、或いは歪な友情や親愛、あと洗脳…辺りがまほいくと思います
魔法少女育成計画 (アニメ化済み)
魔法少女育成計画restart(今度アニメ化)
魔法少女育成計画limited
魔法少女育成計画JOKERS、ACES、QUEENS(絵札三部作)
魔法少女育成計画「黒」「白」「赤」(錬金術三部作)
…で一先ずの完結を迎えたところなので是非

16 デュラララ

私がダイマしたいラノベは禁書目録は語られたのでデュラララを語りたいと思います
禁書目録もそうですが世代ドストライクだったので未だに自分の創作活動の原点に根付いている作品の一つです
こいつ電撃文庫に影響受け過ぎだな
閑話休題　デュラララのストーリーは池袋に上京してきた主人公とその周りの人物を中心に織りなすいわば群像劇なのですが
この作者は成田良悟という方で非常にすらすらと頭に入ってくる小気味のいい会話劇と次から次へと連鎖していく人間関係が非常に読んでいて楽しいので嵌る人は嵌ります
特に「うわぁあそこで出た設定/キャラがここでこう絡むのかァ～～～～～！！！」って衝撃が好きな人は読めば読むほどに深みにはまるラノベだと思います
個人的には1巻の回想でちらっと出てきたチンピラが思わぬ形で終盤再登場して度肝抜かれましたね
ちなみにバッカーノ！というラノベの作者でもあるのですが向こう側のキャラがこっそりお邪魔していたりなどそういう要素が好きな人もきっと気に入るでしょう
全13巻と読みやすい巻数もGoodですね　

17 貞操逆転世界の童貞辺境領主騎士

私が語りたいラノベは配信画面にも映ってる貞操逆転世界の童貞辺境領主騎士ですね
タイトルの馬鹿さとは裏腹にめちゃくちゃしっかりした騎士物となってます
女が多く女だけが騎士となり男は庇護されるのが当たり前な世界で屈強な男の騎士である主人公が活躍する話です
ちなみに私は漫画版でバカみたいな格好してる女王をみてエッチな展開を求めて読み始めました

18 イリヤの空、UFOの夏

それでおすすめのラノベなんですがイリヤの空、UFOの夏です
電撃文庫で出ていた全4巻の作品ですね
今見れば短いお話なんですが密度があって読んでて満足感のある爽やかな青春もの
嘘です青春ものなんですが陰謀のただ中で青春する系の話なんで痛い話も怖い話も嫌な話もあります
それはそうと心理描写と風景の描写が抜群にうまくてそこだけで当時かなりハマりましたね私は
それこそ痛そうな場面がかなり痛そうだし部屋の中を飛び回るハエが目に浮かぶかのような文章に心惹かれました
まあなんというか抜群に惹かれる文章なんですよこれが
青春の一ページということで主人公やその周りを構成する等身大の高校生である主人公の生活感と陰謀に関わる非日常的な描写をその高い文章力で描いてくるから脳が揺さぶられるんですね
そんなわけで自分もそれに揺さぶられた人の一人です
自分語りするとこれに影響されて文章書き始めてなんやかんやでラノベ1冊出せたんで思い出の1冊ですね

19 棺姫のチャイカ

おすすめは名前の通り棺姫のチャイカですね
簡単なあらすじだと忍び的な職業の訓練をしていたけど本格的な仕事の前に戦争が終わってニートしてたところに棺を担いだ少女と出会い色々あってその少女と共に旅をするみたいな話です
異世界転生ではない王道的なファンタジーで読みやすいし割と万人向けかなとは思います
あらすじ書いててて思ったのが下ネタ抜いてファンタジー要素加えたゴールデンカイムかもしれません

20 伝説の勇者の伝説

ようやく書けたというわけで伝説の勇者の伝説です
そこそこ色々ラノベ読んでた時期に見つけてなんとなく読み始めたって本なんですけどこれが凄かった
作者のよくやる風呂敷の下に風呂敷を敷いてあって話が広がるってのもびっくりしたし書く話の想像を超える話の展開もよかったんだけど主人公のライナが本当に良かった
どういうキャラかって言うと普段めんどくさいめんどくさい言い続けて昼寝が好きなんだけどあらゆる魔法をコピーできる「複写眼」を持っていて国の中で最強の魔術師って呼ばれてる過去を持ってるって男なんですよ
キャラだけ見たらよくある実力はあるけどやる気のない昼行燈ってキャラなんだけどなんでそうなったのかとかの設定はちゃんとされてて短編とか本編で語られる部分でどんどんと保管されて行ってなんでこうなったとかが細かく話になっていくしその話見ると今の性格になったのもそうだね…って綺麗に収まる感じなのがいい
設定コロとかで若干擦れて斜に構えるキャラを出しがちなのはこういう所から来たのかもしれない
終わりのセラフの原案の人が書いてる川そっち呼んだ人はピンとくるかもしれないけど話の展開とかも色んなキャラが各々自分の意志でいろんな困難に立ち向かいながらそれでもそれ以上の理不尽に立ち向かうって言うのがいい
その中で希望を見つけて…みたいな藩士が本当に隙当時見てた時の『伝説の勇者の伝説8巻』は本当に泣いた
まあでも古い作品だからノリが古いとは言われる私はこういうノリが好き

21 バカとテストと召喚獣

私が紹介するのは「バカとテストと召喚獣」です
成績でクラスが分けられる学校で最低設備のクラス「Fクラス」に所属する主人公が体調不良でたまたまFクラスに来てしまった女の子のために最高最新の設備を持つAクラスを倒す…というまぁ学園内戦争物語です
テストの成績によって強さが変わる「召喚獣」を用いて戦うのですがこれがなかなか奥が深いもので「召喚獣を召喚できるエリアは教師の周りのみ（なので攻め入るには教師にも移動してもらう必要がある）」「成績が悪かろうと召喚獣を上手く使えばジャイアントキルは可能」などなど面白い設定も盛りだくさんです
ですが本ラノベの一番の売りは何と言っても…「作者のセクハラ体験談！！」
ではなくギャグが高水準な事です
テスト形式で普通の問題→正答→正答に対する教師のコメント→誤答→誤答に対する教師のコメントというギャグが章の合間合間に挟まるのですが本当に面白いです
個人的に一番好きなのは感想文を＜全略＞の一文で終わらせる回答です　なめてんのか

22 王様のプロポーズ

というわけで配信から参加ですが語りたいラノベは「王様のプロポーズ」です
「デートアライブ」を作った2人が出している学園ファンタジー小説です
世界は秘密裏に『魔術師』によって守られているという話で何も知らない主人公が『魔術師』となって世界を救うというよくある感じのお話しです
ただ大きく異なるのはその入りです
主人公が会ったのは世界最強の魔術師でその姿に一目惚れしたという経緯ですがなんとその魔術師と一緒に主人公やられてしまうんですね
入りで死んでるやんけーってなりますがちゃんと復活しますので安心して下さい
それからも一目惚れした魔術師の為に世界を守る活動をこなしていくわけですが学園生活もコメディテイストで読みやすく又面白いものとなってます
現行の作品ですのでネタバレは省いております
良ければ是非お読み下さい

23 クリス・クロス　混沌の魔王

おすすめのラノベは高畑京一郎の「クリス・クロス　混沌の魔王」です
簡単にあらすじを説明すると「天才科学者が作ったVRMMORPGに参加した主人公たちが、その天才科学者の陰謀によってゲーム世界内に閉じ込められ、さらにゲーム内で死亡すると現実世界でも死亡してしまうという条件を付けられた中、唯一の脱出手段である魔王討伐を目指す」といったもので、ざっくり言うとソードアートオンラインですねSAOより前の1994年に公開されたという先見性が話題になることが多く、実際多分に影響を与えている作品だとは思いますが、ウルティマオンラインが公開される前のMMORPGという概念自体が一般的ではなかった頃に執筆された作品である、という部分も非常に興味深い作品だと思います
また、本作で主人公たちがプレイするダンジョントライアルというゲームは、地上1Fから地下に向かってダンジョンを下っていくイメージや、キャラクリエイト時のジョブの選択、キャラごとの種族の違いはないなど、ウィザードリィをイメージしたものとなっていますが、ウィザードリィはそもそもD&DなどのTRPGに影響されていること、ライトノベルというジャンルにはTRPG(のリプレイ本)が大きな影響を与えていることを考えると、本作はある意味ではライトノベルの原点に立ち返った作品であり、ハイファンタジー全盛期に本作が電撃ゲーム小説大賞で金賞を受賞しているという事実も含め、ライトノベルの歴史的にもかなり重要な作品であると思います
もちろん内容も単純に面白く、普段は他人なんて気にしないぜと宣うけど本質的には仲間思いでやれやれと言いながらパーティメンバーを助けちゃう盗賊ジョブの主人公ゲイルや、VR世界に入ってみること自体が目的で最初はゲーム自体に興味もなかったけど最終的にはどんどん熱くかつ強くなっていく戦士ジョブのヒロインリリスなどキャラ造形は王道でパーティメンバーたちの掛け合いを読むだけでも楽しくサクサク読めます　また、ゲームの詳細について何か知っているただのプレイヤーじゃなさそうな奴や、自己中心的で仲間たちの調和を乱す奴などこの手のデスゲームものでは外せないキャラもちゃんといるので緊張感も最後まであります
オチについては当時としてもそこまで目新しさがあるものではありませんが、VRを題材としたSFとしての着地点としてはしっかりとしたものであり、現代のラノベからみると逆に新鮮に映るかもしれません
ゲームそのものを舞台としたラノベや、ゲーム風異世界なローファンタジーラノベが一般化した現在だからこそ、この作品は非常に興味深くより面白い作品となっているとおもいます　全一巻で完結しておりサクッと読めますのでぜひ読んでみてください

24 老人と海

間違いなくラノベではないけどわたしが読んだのはハンドサイズの文庫本だったからいいだろ
昔は凄かったけど今は…と陰口されてる漁師の老人が巨大なカジキマグロと数日間たった一人で命がけの綱引きをする話
その顛末はひどくやるせないがそれも含めて良い作品
古い作品なので敬遠する人もいると思うがこの作品は9割が「海のど真ん中」「舟の上」「老人一人」で進行するのでとてもシンプルで非常に読みやすい
短めな作品という点も含めてラノベではなくともライトな読書におススメ

25 シャングリラ・フロンティア

web小説だし書籍化してないんですけど漫画版の付録に書籍がついてるから広義のラノベってことで許してください
近未来のオンラインゲームシャングリラ・フロンティアを舞台にクソゲーが好きな主人公がクソゲーで身につけたスキルを活かして活躍するお話です
作中だとシャンフロは神ゲーって評価なんですが読み進めるとクソゲーなのでは？ってなるのが味わい深いのと作者が設定考えまくるタイプなので色々と凝った内容になってるのがいいですね
キャラの掛け合いも面白くて名作です
原作の方は数年くらい続いた12月20日がそろそろ終わりそうです
ぜひ読んでみてください

26 GOSICK

ラノベかな？って思いましたけどアニメ化してるしラノベで良いでしょう氷菓もクドリャフカの順番も全部ラノベなんだよ早く続編アニメ化しろや
舞台は1924年　世界大戦後のヨーロッパの一国「ソヴュール」が舞台です
日本から留学してきた少年が天才的な推理力の金髪少女と出会い冒険や事件を通して成長していく物語です
とにかく主人公の二人が可愛いです　自分にできる力と知恵の限りで謎に立ち向かっていく姿は微笑ましさを感じますね
死体に宛てられた豪華客船への招待は何なのか？金髪少女の正体とは？少年に名付けられた”春来る死神”の由来とは？ソヴュールの王族をたぶらかした魔術師の求めたものとは？そしてそれらすべてを飲み込み世界の荒波は二人を引き裂いてしまうのか？
ミステリーとしての各事件の完成度だけでなくそれらすべてが一つの結末へとつながる構成は見事なものです
推理小説に触れてみたいと思われたらぜひどうぞ　アニメも良いですよ
本当は「私の男」をお勧めしたいけどあれはノベルではあれどライトじゃねえんだ　読みごたえは軽いけど重いんだ

27 七人の武器屋

まあそんなわけで本日ご紹介するのはこちら！
00年代ラノベといえばここみたいな富士見ファンタジアの七人の武器屋！
物語の大筋としては七人の若者たち（大半は地元の友達）が悪徳詐欺師に騙されて超高額のオーナー契約を結んでしまうという謎の武器屋経営モノファンタジーですね
私の好きなカップリングはもちろん主人公でレンジャーのマーガスとヒロインで剣と話せるソーディアンマスター？のイッコ！やっぱ非ハーレム固定カプがジャンルとして一番好きですね推せるッッッ！
若者の行き当たりばったりの行動が上手いこと転がって大変なことになっていく最高の青春ファンタジーなのでマジで読んで欲しいですね全9巻と手軽に読める範囲なので今すぐりーどなう！

28
艦隊コレクション　
陽炎抜錨します！

艦これじゃんねって思った方ちょっと待ってください
これはスポ根ラノベなんです
耐久力はないが機動力がある駆逐艦がいかにして敵に接近して魚雷をぶち込むか考えたことはありますか？どれほどの努力と仲間への信頼が必要か考えたことはありますか？
血の気の多い少女たちが繰り広げるジャイアントキリングと友情の物語です
読んでね

29 世界平和は一家団欒のあとに

父は異世界で魔王倒した元勇者
母はその異世界のお姫様で強い魔法使い
そんな２人も今は父の元の世界で結婚して平和な家庭を持ってる
当然生まれてくる子供たち（長女、次女、長男、四女、次男）も特殊能力持ってて、邪神倒したり悪の組織壊滅させたりと世界の危機に巻き込まれまくる日々を送ってる
でもそんなヒーローヒロインたちにも思春期とかの等身大の悩みがあって、むしろ当人たちにとってはそっちの方が大問題だったり…
まさにタイトルの通り「世界平和なんかより家族の団欒のほうが大事！」な物語
毎巻兄弟の中で主人公が変わる１巻完結型のアラカルトものかな
個人的に一番好きなのは末の弟君がある女の子のために一緒に「ただの家出」をするお話
全10巻だから読みやすいよ
最大の難点は古い作品で電子書籍がないしマイナーだから古本屋とかでも見ないことかな…
ちなみに作者のサイン本を持ってる唯一の本です

30
ふつつかな悪女ではございますが
～雛宮蝶鼠とりかえ伝～

折角だしなろう系からも一つ
薬屋のひとりごとなんかで有名な後宮ものといえばわかる人はわかると思います
さる国の皇帝の妻候補「雛」の一人で『殿下の胡蝶』と謳い愛されてきた玲琳は『後宮の溝鼠』などと馬鹿にされていた慧月によって体を入れ替えられてしまう
さらに自ら（玲琳）を殺そうとしたと処刑されそうになるが…というのが始めのあらすじです
「転校生」に始まる入れ替わり系作品には総じて言えることですが入れ替わり前後の対比がとても面白いです
胡蝶と呼ばれた彼女の本性！溝鼠と嘲られる彼女が抱えていた苦悩！ああ何と素晴らしき哉健康な肉体！！！！！！！根性！！！！！！！
たまに漫画のページをカタログで見かけることもあると思いますが元々の小説もとても面白いのでおすすめです
軽く読み出したいなら漫画から本腰入れたいなら小説へ読み進めてください
私が好きなのは慧月様です

31 ブギーポップシリーズ

おすすめするラノベは上遠野浩平の「ブギーポップシリーズ」です
ブギーポップと呼ばれる謎の存在を軸に、主に少年少女たちの葛藤を描くシリーズです。シリーズ24作目の「ブギーポップは呪われる」が去年刊行されており、今なお続く超人気シリーズです　
超有名なので知っている方も読んだことがある方も多いかと思います
平和な現代日本を舞台に裏で蠢く巨大な陰謀・超能力者や宇宙人や人造人間等が入り乱れる能力バトル・何の能力も持たない中学生や高校生たちが思春期的な悩みを抱えながらも戦いに参加したり巻き込まれたりする展開・
そんな子供たちをうまく操ろうとしたり逆にしてやられたりする大人・世界の進化の可能性を潰してしまう存在『世界の敵』
やその世界の敵に対する「抑止力」とて登場するとされる『自動的存在』などの設定・ある種の呪いの言葉のようにも扱われる『正義の味方』という言葉と概念……
様々な作家に多大な影響を与えた世界観・設定やキャラクターたちは非常に魅力的で面白く、私も少なからず影響を受けたクチです
文章もクセがありつつもスルスル読める上に言い回しが非常にかっこよく心が動きます
ライトノベルの歴史的にもかなり重要な作品であり、2000年代以降の特に現代を舞台にしたラノベの原点ともいえる作品ですので、読んで損はありません！
シリーズがたくさんあるのでどれから読めば良いのか分かりずらい部分はありますが、とりあえず最初の「笑わない」～「VSイマジネーター」から順番に読んでいけば良いと思います
個人的には「ブギーポップは笑わない」「ブギーポップ・リターンズ VSイマジネーター PART 1　2」「夜明けのブギーポップ」
「ブギーポップ・ミッシング ペパーミントの魔術師」「ブギーポップ・アンチテーゼ オルタナティヴ・エゴの乱逆」あたりが好きです
2回アニメ化されており、古い方は原作とは別のエピソードを描いたアニオリエピソードなので原作を読んでからのほうが面白いです　
新しいほうは多少の原作からのカット部分はありますがほぼ忠実に再現されており、特に「夜明け」パートは素晴らしい出来で個人的にはかなり好きなアニメです　あとどちらとも音楽が素晴らしいですね
特に型月作品や西尾維新作品が好きな方にはぜひ読んでみて欲しいですね

32 ウィザーズ・ブレイン

座ってから時間かかりましたが今回語りたいのは『ウィザーズ・ブレイン』です
電子機器を壊す雲が世界を覆い崩壊寸前の近未来世界の中で、生体量子コンピュータ「I-ブレイン」を持ち世界の情報を書き換える事で炎を出したり超速で動いたり出来る魔法士達がもがくお話です
何よりの特徴は能力バトル物の能力がコンピュータで実行するプログラム的に表現されている事でしょうか
これがパソコン触れ始めたオタク少年心にまあ刺さった…！
能力エミュとか自分の無敵化とかがSF的な理論で語られてる所が逆に各キャラの特徴としてとっつきやすかった
あと長年かかったけど完結まで持って行った所も評価が高いですね
漫画化とかしないかなという気持ちとどんだけ文字多くなんねんという気持ちがある…

33 魔弾の王と戦姫

ということで戦いながら考えてたんですが本棚にあったものから1つ
おすすめは『魔弾の王と戦姫』です
アニメ化されて長いシリーズにもなった1作ですね
いわゆる戦記物を題材にした作品で、不思議パワーあり、リアル寄りな戦記描写アリ、美少女ハーレムありとわかりやすい作品です
この戦記描写がよくできていて戦場の臨場感を追体験できる一作になっています
大陸全土を巻き込んだ戦いや貴族同士のいざこざ
その中で弓の腕という一点だけで英雄として上り詰めていく主人公の成り上がりストーリーです
この弓の腕というのがいかにすごいのかというのを丁寧に解説しているので嫌味な感じはありつつもそこがいい味になってます
また生活感の描写のうまさもいいところですね
地域ごとの特性や生活を独自の単位などを交えて描いているからその世界の人々を感じ取れるのがこの手の戦記物の中でも丁寧でいいところだなと思います
ファンタジーですのでまっすぐな戦記物ではないんですがいいアクセントになっててよい作品ですよ
もともとはMF文庫で出ていたんですが今イラストを新しくした新装版が出てるので買い求めやすいですね



34 戦闘城塞マスラヲ

というわけで今回紹介するのはあの風呂敷広げまくってちゃんと畳むことで有名な林トモアキ氏の戦闘城塞マスラヲですねちなみに戦闘城塞は出てこないし特にマスラヲでもないです
前作のお◦り◦が◦みのほぼ続編なんですが私が読んだ時にはこの作品から読み始めてめっちゃ面白かったのでここから読んでも問題はないと思います
ストーリーとしては引き篭もりの主人公が極悪愉快型コンピュータウイルスと共に謎の大会聖魔杯（要するに天下一聖杯武道会みたいな感じ）に出場して波乱万丈の大会に挑むコンビものですね
私が好きなのは自信をバキバキに打ち砕かれて地下の強制労働施設に収容されてからのクライマックスなんですがここは何話してもネタバレになるのでその目で確かめてくれ！！！って感じなんですよね熱いシーンが全部ネタバレになってしまう…
当時のアニメゲーム漫画ネタが出てくるので今読むとちょっと？？？かもしれませんがパラッパラッパーが好きなら読んで損なし！よめよめよめ

35 DDD

4作目に紹介するのは「DDD」です　ミエルちゃんの彼氏の知り合いじゃないよ
アゴニスト異常症により精神だけでなく肉体までもが異常化した"悪魔憑き"と呼ばれる存在がいる世界　昼間の記憶を夜まで持ち越せない主人公は本物の悪魔から借りた義手を用いて"悪魔払い"を行う…という感じの作品
簡単に言うと奈須きのこの作品で作品としては面白かったのに続編が全然音沙汰ないしエイプリルフールとか小ネタの時にはちょこちょこ顔を出してるせいで希望も捨てきれないふざけんなよあの菌糸類って感じの作品です
個人的に好きなのは二段階変化の魔球を投げる"シンカー"編と良い感じの中二病が心をくすぐる"灼熱の揺り籠"編　妹の話ももっと書け
Fateもまほよも月姫もいいけどこれも書き上げろ

36
名探偵夢水清志郎
事件ノートシリーズ

小中学生向けの探偵もの
中学生の三つ子姉妹が「教授」と呼ばれる変人名探偵と一緒に様々な事件に出会う話
謎を解くことはしつつ事件を解決しなかったり一部だけ解決したり嘘解決したり場合によっては犯人に与したりと子供向けなだけに道徳的な教訓を含めた解決方法が多くそれがいいところ
子供向けだから読みやすいので継続する登場人物が少ない5巻（踊る夜光怪人）くらいまでとりあえずおススメ
…とはいってもいかんせん2000年前後基準で描かれているので現代人が読むと正直どうだろう
今から思い返すと子供向けだからか殺人事件がほぼ無かったのも特徴かもしれない

37 異世界誕生 2006

おすすめするラノベは伊藤ヒロの「異世界誕生 2006」です
あらすじとしては「異世界転生モノの小説を書き残して自殺した息子の小説の続きを描くことで精神の均衡を保っていた母親と、その趣味をやめさせようとする娘、その娘から協力を依頼される、自殺した息子の死因となったトラックを運転していた運転手の3人が、それぞれの活動を通じて自殺に向き合っていく」といったストーリーです
あらすじや冒頭だけみるといわゆるなろう的異世界小説への露悪的なアンチ小説に見えますが(実際、作者的にも最初はそういう小説にする予定だったらしい)、中盤からは単なる露悪的な小説から『創作活動』そのものへのお話へと変化していきます
当時のラノベの流行や、インターネットを利用した執筆活動など、2006年という時代背景を存分に生かした展開もこの手のメタ的な小説として面白いです
ラストはすこしご都合主義的な部分もありますが、創作活動をテーマとした小説としてここまで熱い展開は無いと言い切れるくらい素晴らしいラストシーンですので、ぜひ読んでみて欲しいです

38 武装神姫LOST DAYS

私が紹介するのは武装神姫LOST DAYSです
いくつかある全長15cmの美少女フィギュア「武装神姫」を題材にした作品の一つですが特徴は何といっても中年刑事が主人公という点ですかね
昔ながらの刑事スタイルを貫く彼は相棒の死をその相棒の所持神姫である「メアリー」と共に彼の死の真相を追っていくことになります
基本的なアーンヴァルMk-2型の性格設定よりも負けん気が強いメアリーに振り回されつつも事件解決に共に奔走する…精神的には年頃の子といった具合なので中年との歳の差がハマる人にはハマる関係性かと
よくあるロボットへの倫理問題をベースにしつつも武装神姫という全長15cmの隣人を落とし込みつつハードボイルドに仕上げるという当時中々に困惑された取り合わせでしたが無事三部出たあたりも面白さは保証されています
上で述べた通り主人公が機械音痴で武装神姫というものの知識がないので同じ目線で見ていけるという点もあり世界観もよくわかるような設計となっています
昨今流行りの美少女プラモの先駆けとも言える作品なので理解度を別視点で深める…そういうのもありなんじゃないかなと彼女たちのユーザーにもおすすめしたい一品です




